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月刊児童雑誌『赤い鳥』は、鈴木三重吉によって 1918（大正 7）年 7月に創刊さ
れ、1936（昭和 11）年 10月号をもって三重吉の死去により終刊となった。







































モ ツ ト ー
榜語
『赤い鳥』巻頭には「「赤い鳥」の標








































































































































































































































































































島郡高田村 3559。現在の豊島区目白 3丁目 17番地付近。江戸時代の狩猟場休憩所「上り屋敷」
が通称の地名として使用された。
2　1925〜 1930、文園社。小砂丘忠義、上田庄三郎、野村芳兵衛、峰地光重等の編集。後継誌は小
砂丘の『綴方読本』。童話・詩、児童詩・綴り方とその選評が中心で、定価 5銭と安価で多くの
読者を獲得した。
3　『赤い鳥』の研究は、日本児童文学学会編『赤い鳥研究』（1965）以降に本格化した。中内敏夫『生
活綴方成立史研究』（明治図書、1970）、藤田圭雄『日本童謡史』（あかね書房、1971）、桑原三郎
『「赤い鳥」の時代─大正の児童文学―』（慶應通信、1975）、冨田博之『日本児童演劇史』（東京
書籍、1976）、滑川道夫『日本作文綴方教育史』（国土社、1977〜 1983）、弥吉菅一『日本児童詩
教育の歴史的研究』（渓水社、1989）、日本児童文学学会編『研究＝日本の児童文学』（東京書籍、
1995〜 2003）などの重厚な研究が続いた。
4　賛同作家には、第 2号から小川未明、谷崎潤一郎、有島武郎、第 6号から久米正雄、江口渙、
秋田雨雀、西条八十、菊池寛、三木露風が加えられた。
5　この時期の子どもの生活は、加藤理「『赤い鳥』が照射する光と影－『赤い鳥』の時代と「児童
文化格差」の誕生―」（『研究　子どもの文化』20号．pp．2-20）に詳しい。
6　続橋達雄『大正児童文学の世界』おうふう、1996、p．29
7　芸術性とともに、教訓性、子どもらしさを重視して、『赤い鳥』と差別化を図ろうとした。「七
つの子」（野口雨情）、「菜の花と小娘」（志賀直哉）などが知られる。
8　木元平太郎、千葉省三等編。沖野岩三郎、宗谷泰三、宇野浩二、小川未明、佐藤春夫、有島武
郎らが寄稿した。千葉省三の創作童話は、戦後児童文学の確立にも貢献した。
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